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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月6日(2015.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が電気活性ポリマーを備える第１導管および第２導管を備える呼吸補助コンポーネ
ントであって、前記電気活性ポリマーは、それぞれの導管が、前記電気活性ポリマーに電
圧または電流が印加されていないときの第１非励起状態と、前記電気活性ポリマーに電圧
または電流が印加されているときの第２励起状態との間で形状および／またはサイズが変
化するようにし、
　前記第１導管の電気活性ポリマーおよび前記第２導管の電気活性ポリマーは、患者に提
供される呼吸補助の態様を変更または維持するように、各導管の形状およびサイズの少な
くとも一方を変化させるために、選択的に励起可能である、呼吸補助コンポーネント。
【請求項２】
　前記第１導管および第２導管のそれぞれが、呼吸用気体を前記患者に供給するように構
成された、請求項１に記載の呼吸補助コンポーネント。
【請求項３】
　前記第１導管の電気活性ポリマーの第１非励起状態が、前記第１導管のつぶれた構成に
対応し、かつ前記第１導管の電気活性ポリマーの第２励起状態が、前記第１導管の開いた
構成に対応する、請求項１に記載の呼吸補助コンポーネント。
【請求項４】
　前記第１導管の電気活性ポリマーの第２励起状態が、前記第１非励起状態と比較して、
前記第１導管の長さ方向に沿った曲げ量を低減する、請求項３に記載の呼吸補助コンポー
ネント。
【請求項５】
　前記第１導管および第２導管が、可撓性管状本体を含み、かつ前記第１導管および第２
導管の少なくとも一方の電気活性ポリマーが、前記各可撓性管状本体に配置された、らせ
ん形状の電気活性ポリマーストリップを含み、
　各導管の可撓性管状本体が、各らせん形状電気活性ポリマーストリップの第１状態から
第２状態への変化に従って、径方向および／または軸方向に膨張するように構成された、
請求項４に記載の呼吸補助コンポーネント。
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【請求項６】
　前記導管の少なくとも１つは可撓性管状本体を含み、かつ電気活性ポリマーは、前記可
撓性管状本体に配置されるとともに、前記可撓性管状本体の長さに沿って配置された、複
数の電気活性ポリマーストリップを含む、請求項５に記載の呼吸補助コンポーネント。
【請求項７】
　前記複数の電気活性ポリマーストリップは、前記可撓性管状本体の長さに沿って配置さ
れた電気活性ポリマーストリップ対を含み、前記電気活性ポリマーストリップ対の少なく
とも１つは、前記可撓性管状本体の実質的に対向する両側に配置された２つの電気活性ポ
リマーストリップを含む、請求項６に記載の呼吸補助コンポーネント。
【請求項８】
　前記第１導管および第２導管が、使用されるときに患者の顔のそれぞれの側面まで伸張
するように構成された、請求項１から７のいずれか一項に記載の呼吸補助コンポーネント
。
【請求項９】
　各導管の形状および／またはサイズの変化が、各電気活性ポリマーのつぶれた構成と開
いた構成との間の変化と関連付けられた、請求項１から８のいずれか一項に記載の呼吸補
助コンポーネント。
【請求項１０】
　前記第１導管および前記第２導管の少なくとも一方を通る流れの減少を検出するように
構成されたセンサをさらに備える、請求項１から９のいずれか一項に記載の呼吸補助コン
ポーネント。
【請求項１１】
　前記第１導管および前記第２導管の一方における流れの減少検出に応じて、電荷が前記
第１導管および前記第２導管の他方に印加される、請求項１から１０のいずれか一項に記
載の呼吸補助コンポーネント。
【請求項１２】
　前記第１導管および前記第２導管の少なくとも一方が縦長形状であり、かつ少なくとも
１つの導管の第２励起状態が、その長さを増大させる、請求項１から１１のいずれか一項
に記載の呼吸補助コンポーネント。
【請求項１３】
　前記第１導管および前記第２導管の少なくとも一方の電気活性ポリマーが、複数の選択
的帯電性部分を含む、請求項１から１２のいずれか一項に記載の呼吸補助コンポーネント
。
【請求項１４】
　少なくとも１つの導管の電気活性ポリマーの選択的帯電性部分のアレンジメントが、複
数の選択的帯電性部分の各選択的帯電性部分に印加される電荷の選択的印加に基づき曲が
るように構成された請求項１３に記載の呼吸補助コンポーネント。
【請求項１５】
　前記第１導管および第２導管の少なくとも一方の電気活性ポリマーは、電圧または電流
の段階的印加に基づき、形状および／またはサイズが段階的に調整されるように構成され
た請求項１から１２のいずれか一項に記載の呼吸補助コンポーネント。
【請求項１６】
　前記第１導管および前記第２導管の少なくとも一方に加えられた力を検出するように構
成されたセンサをさらに備える請求項１から１２のいずれか一項に記載の呼吸補助コンポ
ーネント。
【請求項１７】
　前記電圧または電流が、所定量を超える検出力に応じて、前記第１導管または第２導管
に印加される請求項１６に記載の呼吸補助コンポーネント。
【請求項１８】
　前記導管の少なくとも１つの電気活性ポリマーが、前記導管の少なくとも１つの内面、
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前記導管の少なくとも１つの外面の一方に配置され、または、前記導管の少なくとも１つ
の誘電体層対間に挟まれた請求項１から１２のいずれか一項に記載の呼吸補助コンポーネ
ント。
【請求項１９】
　持続的気道陽圧（ＣＰＡＰ）システムであって、
　患者の口、鼻、または口および鼻の周りに、シールを形成するように構成された患者イ
ンターフェースと、
　請求項１から１８のいずれか一項に記載の呼吸補助コンポーネントと、
　を備え、前記第１導管および前記第２導管の少なくとも一方が、前記患者インターフェ
ースに呼吸用気体を供給するように構成された持続的気道陽圧（ＣＰＡＰ）システム。
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